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Abdominal SepsiS("AbSeS") study:Epidemiology of Etiology and
Outcome

日本においては亀田総合病院、武蔵野赤十字病院。ほか国際的に最大
150施設の参加を見込んでいる。
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平成28年 5月　～　平成28年 10月

このプロジェクトの目的は、 重症患者における複雑性腹腔内感染症の
観察研究を多国間で前方視的に行うことである。具体的には、研究計画
書に述べる評価項目のデータを収集することにより、疫学とアウトカム
を明らかにすることである.
　この研究により疫学とアウトカムが明らかとなれば、例えば、有効で
あると考えられる治療法を比較検討する研究を施行できる可能性などが
生じ、それは本研究を行う大きな意義であると考えられる。

臨床研究倫理審査委員会承認後から症例登録を開始し、4-5ヶ月間継続
する、多施設前向きコホート研究である。


